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P. ２～３　『禍事防除展』

◇ 特 集◇ 表紙
暦会館 企画展『禍事防除展』



　

２
月
１
日
㈪
か
ら
３
月
30
日
㈫
ま

で
、
名
田
庄
納
田
終
の
『
暦
会
館
』
で

企
画
展
『
禍
事
防
除
展
』
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。〝
禍
事
〞
と
は
、
縁
起
の
悪

い
こ
と
ば
、
禍
わ
ざ
わ
い、

凶
事
な
ど
の
こ
と
で
、

そ
れ
を
「
防
ぐ
」
ま
た
は
「
取
り
除

く
」
た
め
の
文
化
を
紹
介
す
る
企
画
展

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、

地
域
の
〝
禍
事
防
除
〞
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
病

気
に
な
っ
た
ら
病
院
に
行
き
、
風
水
害

に
は
事
前
に
備
え
る
な
ど
の
〝
防
除
〞

を
で
き
ま
す
が
、
昔
の
人
々
は
ど
の
よ

う
に
こ
の
よ
う
な
〝
禍
事
〞
か
ら
地
域

や
自
身
を
守
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
世
界
中
で
流
行
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う

な
疫
病
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

禍禍
事事
防防
除除
展展

ま
が

ご
と

ぼ
う

じ
ょ

て
ん

暦
会
館 

企
画
展 

『
禍
事
防
除
展
』

暮
ら
し
に
根
付
い
た
禍
事
防
除

　

暮
ら
し
に
根
付
い
て
い
る
〝
禍
事
防

除
〞
で
有
名
な
も
の
の
一
つ
が
「
節
分

に
行
わ
れ
る
豆
ま
き
」
で
す
。
そ
の
起

源
は
、
中
国
の
行
事
で
疫
病
を
も
た
ら

す
「
疫え
き
き鬼
」
と
い
う
鬼
を
穀
物
で
追
い

払
う
と
い
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
は
宮
中
行
事
と
し
て

限
ら
れ
た
人
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
は
、
大
衆
行
事
と
し
て
根

付
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
豆
ま
き
」
で
は
、「
鬼
は
外
、
福
は

内
」
と
豆
を
ま
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
り
、な
ぜ
「
節
分
」
に
「
豆
」

で
「
鬼
」
を
退
治
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、現
在
一
般
的
に
知
ら
れ
る
「
節

分
」
と
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
（
立
春
）

の
前
日
、旧
暦
で
は
「
お
正
月
」
の
前
日
、

つ
ま
り
、
現
代
で
の
「
大
晦
日
」
に
あ

た
り
ま
す
。
古
く
か
ら
、
季
節
の
変
わ

り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）
が
生
じ
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、「
豆
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
、

日
本
で
は
、
穀
物
な
ど
に
邪
気
を
払
う
力

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に

大
豆
は
米
や
麦
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
穀

物
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
魔
除
け
や
生

命
力
に
関
す
る
霊
力
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
鬼
」
は
、
神
道
や
仏
教
で
、

禍
の
元
と
な
る
凶
事
な
ど
を
ま
と
め
て

表
現
し
た
も
の
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、「
豆
ま
き
」
と
は
、
大
晦
日

に
禍
の
元
を
生
命
力
で
追
い
払
う
た
め

の
行
事
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
日
本
古
来

の
〝
禍
事
防
除
〞
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

他
に
も
、
現
在
も
生
活
に
根
付
い
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
〝
防
除
〞
が
あ
り
ま

す
が
、
名
田
庄
地
域
の
文
化
に
根
付
い

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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名
田
庄
と
言
え
ば
、
平
安
時
代
に
占

星
術
（
陰
陽
道
）
な
ど
を
用
い
て
朝
廷

で
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
陰
陽
師
の
土
御

門
家
が
、
都
か
ら
納
田
終
に
移
り
住
み

天
文
道
場
で
暦
の
編へ
ん
さ
ん纂
を
行
っ
た
場
所

で
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
陰
陽
道
で
、〝
禍
事

防
除
〞
と
し
て
、
平
安
時
代
以
降
行
わ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
有
名
な
も
の
２
つ

を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
つ
は
、
自
宅
に
引
き
こ
も
る
こ
と

で
凶
意
を
避
け
る
「
物も
の
い忌
み
」
で
す
。

　

陰
陽
道
の
考
え
に
基
づ
く
「
物
忌
み
」

と
は
、
日
や
方
角
が
悪
い
と
さ
れ
る
と
き

に
、
一
定
期
間
、
家
に
こ
も
っ
て
心
身
を

慎
み
、
家
門
を
閉
ざ
し
て
、
訪
客
が
き
て

も
会
わ
ず
、
行
事
に
も
出
席
し
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
間
、
冠
か
ん
む
りや

髪
に
「
物
忌
み
」

の
札
を
つ
け
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
禍
わ
ざ
わ
いに
近
づ
か
な
い
た
め

の
「
方か
た
た
が違
え
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
方
違
え
」
と
は
、
外
出
す
る
際
に
、

「
天て
ん
い
ち
じ
ん

一
神
（
中な
か
が
み神
）」
と
い
う
神
様
が
い
る

方
角
を
凶
と
し
て
避
け
る
よ
う
に
し
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
迂
回
し
て
進
む
こ
と
で
す
。

　

両
方
と
も
陰
陽
道
で
、
表
面
に
は
表

れ
な
い
悪
の
気
が
集
ま
り
、
百
鬼
が
出

入
り
す
る
と
い
わ
れ
る
鬼
門
に
関
す
る

禍
事
防
除
と
陰
陽
道

勧か
ん
じ
ょ
う
づ
な

請
綱
（
縄な

わ

）

　

道
路
が
集
落
に
入
る
地
点
に
、
呪
文

等
を
書
い
た
勧
請
板
を
吊
り
下
げ
た

注し
め
な
わ

連
縄
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
勧
請
綱
（
縄
）
と
言
い
ま
す
。
集

落
に
入
る
た
め
に
は
、
こ
の
下
を
く
ぐ

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

禍
を
も
た
ら
す
危
険
な
も
の
は
、
勧

請
綱
の
呪
力
に
よ
っ
て
侵
入
を
阻
止
さ

れ
、
集
落
内
は
安
全
な
空
間
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
集
落
を
守
ろ
う
と
す

る
行
為
を
「
道
切
り
」
と
い
い
ま
す
。

勧
請
綱
設
置
に
は
、仏
事
・
神
事
を
伴
い
、

多
く
は
年
頭
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勧
請
綱
は
、
町
内
で
は
、
畑
村
区
な

ど
の
大
島
地
区
で
見
ら
れ
ま
す
。
規
模

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
他
に
も
滋
賀
県

や
三
重
県
の
一
部
の
地
域
で
現
在
も

「
道
切
り
」
の
行
事
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
写
真
愛
好
家

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
須
川
建
美
氏

が
長
年
に
わ
た
り
、
近
畿
地
方
各
地
に

赴
き
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
一
部
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

事
柄
で
す
が
、
陰
陽
道
で
は
〝
禍
事
〞

す
べ
て
が
神
の
祟た
た

り
が
起
こ
す
も
の
と

考
え
ら
れ
、
祟
り
を
起
こ
す
神
の
存
在

を
鬼
に
例
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
内
容
と
し
て
は
、
自
宅
待
機

を
す
る
こ
と
や
少
し
道
筋
を
変
え
て
、

〝
禍
事
〞
か
ら
身
を
守
る
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
〝
防
除
〞
は
現

代
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
天
正
７
年

（
１
５
７
９
）
12
月
当
時
の
史
料
が
解

説
と
と
も
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
内
容
な
の
か
は
実
際
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
名
田
庄
以
外
で
陰
陽
道
が
関

わ
る
〝
禍
事
防
除
〞
の
文
化
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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総務課　☎ 77-4050

１人あたりの財産額

194万7,149円

歳　入
区分 予算額 収入済額 収入率
町税 4,219,929千円 2,223,219千円 52.68%

地方譲与税 84,200千円 29,459千円 34.99%
地方交付税 239,953千円 110,223千円 45.94%
国庫支出金 3,662,419千円 957,366千円 26.14%
県支出金 2,021,112千円 500,906千円 24.78%
財産収入 42,352千円 10,363千円 24.47%
繰入金 1,108,191千円 0千円 0.00%
繰越金 309,397千円 309,397千円 100.00%
諸収入 483,958千円 28,632千円 5.92%
町債 0千円 0千円 0.00%
その他 306,983千円 154,756千円 50.41%
合　計 12,478,494千円 4,324,322千円 34.65%

歳　出
区分 予算額 支出済額 執行率
議会費 107,277千円 50,197千円 46.79%
総務費 2,953,367千円 1,722,305千円 58.32%
民生費 1,962,023千円 684,402千円 34.88%
衛生費 1,193,994千円 241,700千円 20.24%

農林水産業費 1,767,222千円 429,068千円 24.28%
商工費 1,130,020千円 328,674千円 29.09%
土木費 1,364,472千円 147,101千円 10.78%
消防費 293,686千円 176,214千円 60.00%
教育費 1,333,156千円 460,443千円 34.54%
公債費 218,014千円 139,773千円 64.11%
その他 155,263千円 72,899千円 46.95%
合　計 12,478,494千円 4,452,777千円 35.68%

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
後期高齢者医療事業 91,493千円 33,329千円 36.43% 20,127千円 22.00%
国民健康保険事業 918,411千円 321,349千円 34.99% 331,251千円 36.07%

国民健康保険診療事業 96,511千円 23,844千円 24.71% 38,669千円 40.07%
介護保険事業 982,197千円 360,712千円 36.73% 372,883千円 37.96%

介護サービス事業 6,131千円 1,047千円 17.08% 2,239千円 36.52%
簡易水道事業 498,271千円 61,757千円 12.39% 147,821千円 29.67%

農業集落排水事業 439,719千円 43,277千円 9.84% 99,999千円 22.74%
特定環境保全公共下水道事業 149,538千円 8,283千円 5.54% 49,046千円 32.80%

合計 3,182,271千円 853,598千円 26.82% 1,062,035千円 33.37%

土　地 539万 368.47㎡
建　物 13万 7949.20㎡
有価証券 1,255,100千円

出資による権利 93,889千円

基金

財政調整基金 6,715,160千円
減債基金 2,428,131千円

土地開発基金 500,000千円
その他特定目的基金 6,272,703千円

計 15,915,994千円

一般会計 1,662,644 千円
特別会計 1,239,377 千円
合計 2,902,021 千円

令和２年度
　　 上半期のおおい町の財政状況

● 一般会計

● 特別会計

● 町財産と町債の状況

１人あたりの町税負担額
（一般会計のみ）

  51万6,262円

※令和２年9月 30日現在の人口8,174人から算出

町民１人あたりに換算すると！？町民１人あたりに換算すると！？
１人あたりに使われるお金

（一般会計のみ）
152万6,608円

１人あたりの町債残高

35 万5,031円

町財産の現在高

町債 (借金 )の現在高

※ 予算額は９月補正後の金額です。予算額および収入・支出済額には、前年度からの繰越額を含
　 んでいます。また、数値は表示以下を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

町の財政運営の状況を町民の皆さんに知っていただくため、令和２年度上半期（4 月 1 日～ 9 月
30 日）の一般会計・特別会計の予算の執行状況などをお知らせします。
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経験年数 大学卒 高校卒
10 年 240,578 円 204,833 円
15年 279,843 円 262,525 円
20年 315,150 円 287,733 円

■学歴・経験年数別平均給料月額
　（令和２年4月1日現在）

区　分 内　　　容

扶養手当（月額）

配偶者　　　                6,500 円
配偶者以外 1人当たり　 6,500 円

　　　　　　　　　　　　　  ～ 10,000 円
※満１6歳年度初めから満22歳年度末までの子
   １人につき 5,000 円を加算

住居手当（月額）
借家 16,000 円を超える家賃の額に応じ

最高 28,000 円

通勤手当（月額）
通勤距離２km以上で距離に応じて

2,000 円から 31,600 円
（自動車等を使用する場合）

宿日直手当（１回） 4,400 円

管理職手当（月額）
・課長級　　　39,700 円～ 51,900 円
・課長補佐級  　22,200 円～ 31,700 円

■職員手当（令和２年 4 月 1 日現在）

区　分 元年度
住民基本台帳人口 8,175 人
歳出額（A） 99億 6,188 万円
人件費（B） 13億 347 万円

人件費率（B/A） 13.1％
30 年度（参考） 12.2％

■人件費（令和元年度地方財政状況調査（普通会計））
　（人口は令和２年3月31日現在）

区　分 人数・金額
職員数（A） 152人
給　　料 5億 3,343 万円
職員手当 8,004 万円

期末・勤勉手当 2億 1,823 万円
計（B) 8 億 3,171 万円

１人当たり給与費（B/A) 547 万円

区　分 ラスパイレス指数
平成 29年度 92.7
平成 30年度 92.6
令和元年度 92.4

区　分 大学卒 高校卒
一般行政職 170,100 円 150,600 円

期末手当 勤勉手当
2.6 月分 1.9 月分

■職員給与費
　（令和元年度地方財政状況調査（普通会計））

■ラスパイレス指数

■初任給（令和２年４月１日現在）

■年次別職員数（令和２年 4 月 1 日現在）

■期末・勤勉手当（令和元年度支給割合）

■特別職の報酬等（令和２年 4 月 1 日現在）
区　分 給料・報酬月額 期末手当月数
町　長 850,000 円

令和元年度支給割合

3.45 月分

（議員：3.35 月分）

副町長 670,000 円
教育長 560,000 円
議　長 300,000 円
副議長 245,000 円
議　員 235,000 円

■部門別職員数（令和２年 4 月 1 日現在）

区　分 職員数 対前年増減数
平成 29年度 171人 ▲ 3
平成 30年度 169人 ▲ 2
令和元年度 169人 ―
令和２年度 170人 1

区　分 一般行政職
平均給与月額 307,000 円
平均年齢 43.2 歳

■平均給与月額・平均年齢
　（令和２年4月1日現在）

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。

※特別職および公営企業等会計部門を除いています。

※条例に定められている職員定数は 220人

※期末手当は、給料・報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額
　とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を差し引く前の金額で、
　いわゆる手取り金額ではありません。

人事行政の運営等の
状況を公表します

※その他の詳細な項目については、町のHPで公表しています。

※事業費支弁にかかる職員分を含んでいます。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の行政職俸給表（一）
　の適用職員の俸給月額を100とした場合の地方公務員の
　一般行政職の給与水準を示す指数

区　　分 職  員  数 対前年増減数部　　門 令和元年度 令和２年度

一
般
行
政

議　　会 3 3 ー
総　　務 38 42 4
税　　務 7 7 ー
民　　生 30 29 ▲ 1
衛　　生 9 9 ー
労　　働 0 0 ー
農林水産 19 16 ▲ 3
商　　工 8 11 3
土　　木 7 6 ▲ 1
小　　計 121 123 2

特
別
行
政

教　　育 30 29 ▲ 1
消　　防 0 0 ー
小　　計 30 29 ▲ 1

公
営
企
業

病　　院 6 6 ー
水　　道 2 2 ー
下  水  道 3 3 ー
そ  の  他 7 7 ー
小　　計 18 18 ー

合　　　計 169 170 1
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　若狭交通安全協会おおい支部が、
交通安全県民運動や運転者講習会な
どの交通安全啓発活動を長年にわた
り積極的に推進し、交通事故の防止
に顕著な功績があった団体に贈られ
る交通安全優良団体表彰を受賞しま
した。
　新型コロナウイルス感染症の影響
で、第 61 回交通安全国民運動中央
大会が中止になりましたが、１月
２８日（木）、小浜警察署で表彰式
が実施され、武藤 宣彰支部長が出席

し、１月２９日（金）、中塚町長へ受賞報告を行いました。
　おおい支部では、通学路等での早朝街頭指導をはじめ、交通安全茶屋や運転者講習会など
さまざまなイベントで、交通安全母の会などの他団体とも協力しながら啓発活動を長年続け
てこられました。武藤支部長は「これを機により一層活動に励み、交通死亡事故ゼロが続く
ように努力していきたい。」と抱負を述べ、中塚町長は「この度はおめでとうございます。
日頃の地道な活動に感謝します。これからもよろしくお願いします。」と激励しました。

若狭交通安全協会おおい支部
　　　「交通安全優良団体表彰」受賞 防災安全課　　☎ 77-4054

　今般、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の期間が令和２年分所

得税の確定申告期間（令和３年２月 16 日～３月 15 日）と重なることを踏まえ、十分な申

告期間を確保して確定申告会場の混雑回避の徹底を図る観点から、申告所得税（および復興

特別所得税）、贈与税および個人事業者の消費税（および地方消費税）の申告期限・納付期

限について、全国一律で令和３年４月 15 日 ( 木 ) まで延長することといたしました。

　これに伴い、申告所得税および個人事業者の消費税の振替納税をご利用されている人の振

替日についても、次のとおり延長することといたしました。

申告所得税、贈与および個人事業者の消費税の申告・
  納付期限を令和３年４月 15 日 ( 木 ) まで延長します

小浜税務署　　☎ 52-1008

税　目 当　初 延  長  後
申 告 所 得 税 令和３年３月１５日（月）

令和３年４月１５日（木）個人事業者の消費税 令和３年３月３１日（水）
贈 与 税 令和３年３月１５日（月）

税　目 当　初 延  長  後
申 告 所 得 税 令和３年４月１９日（月） 令和３年５月３１日（月）
個人事業者の消費税 令和３年４月２３日（金） 令和３年５月２４日（月）

■ 申告期限・納付期限

■ 振替日

※ 総合町民センターおよび名田庄総合事務所での確定申告受付は、令和３年３月１５日 ( 月 )
　 までです。



　町では、『こども・子育て応援日本一』を目指し、乳幼児期の

子育てに係る経済的負担を軽減し、次世代を担う乳幼児の健やかな

成長と少子化対策の推進を図るため、子育て世帯のおむつ購入費を

助成しています。

対　　象　　者：町内に住所を有する乳幼児の保護者
　　　　　　　　平成 30 年 10 月から令和 3 年２月生まれ

対象レシート：令和2年10月１日から令和3年3月31日まで

対　象　店　舗：カネイチ（名田庄三重 32-38）
　　　　　　　　渋谷薬局（名田庄久坂 4-11-16）
　　　　　　　　ゲンキーうみんぴあおおい店（成海 1-18-1）
　　　　　　　　ホームプラザナフコおおい店（成海 1-18-1）

申　請　期　間：令和３年３月 1 日から 3 月 31 日まで
　　　　　　　　申請期間を過ぎると受け付けができなくなりますので、ご注意ください。

申　請　場　所：すこやか健康課・住民窓口課・保健福祉室・管理課

申請に必要な物：申請書、おむつ購入レシート、印鑑、申請者名義の通帳の写し

赤ちゃんの紙おむつ購入費助成　令和２年度３月申請
すこやか健康課　　☎77-1155

動画で配信！伝承料理教室！！　 佐分利公民館　　☎ 78-1211

　佐分利公民館生涯学習推進事業では、地域ならではの季節、
行事にちなんだ料理や地域の特産物を使った家庭で食べ継がれ
てきた料理を継承していくため、「伝承料理教室」を定期的に開
催していました。しかし、今年は新型コロナウイルス感染症の
影響により教室の開催ができないため、作り方を動画で配信し
ます。ぜひ皆さんもご自宅で作ってみてください !!

　その昔、佐分利地区では各家庭で甘酒を作っていました。
神事でも用いられていたそうです。
　現在は、家庭で甘酒を作る機会が少なくなりました。
　そこで、今回は炊飯器で簡単に作れる甘酒と甘酒を使った
酒まんじゅうのレシピを紹介します。

　作り方は動画で紹介していますので、右の QR コードを読み込んでください。

米（もち米）
米こうじ　　400 ｇ
塩　　　　　　少々

（１２個分）
ﾎｯﾄｹｰｷﾐｯｸｽ　300 ｇ
甘酒　　　　150 ｇ
酒粕　　　　  50 ｇ
あんこ　　　240 ｇ

※ 酒粕を使用するので、お子様やアルコールに弱い人などは、ご注意ください。

【 甘酒を使った酒まんじゅうの材料 】【 甘酒の材料 】

7
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　県との協定に基づき、大雪の被害が大きかった福井市をはじめとする嶺北地方の自治体へ
町内の除雪業者４社が、１月９日（土）から１８日（月）までの期間中、除雪車両５台、オ
ペレーター１４人の応援派遣を行いました。
　普段除雪作業を実施している町内道路とは違い、慣れない土地での除雪作業となりました
が、1 日でも早い復旧のため夜通し作業を行い、生活道路の確保に努められました。
　県内では、今回のように被害の大きかった自治体に除雪業者を派遣するため、小浜土木事務所
管内でも令和２年１２月に県と町で「雪害時の除排雪業務に関する協定」を締結しています。
　今後、町でも大雪になり大規模な交通障害が発生するおそれがある場合は、効率的な除雪
を行うために関係機関が連携し、重要な路線から優先して除雪を行う計画としています。

■ マイナンバーカードが届いたら、マイナポイントを申し込み！

令和３年３月までにマイナンバーカードを申請すると
マイナポイントをもらうことができます！

住民窓口課　　☎ 77-4053

　マイナポイントは選んだ決済サービスのポイントとして付与されます。令和３年９月までの
チャージまたはお買いものが対象です。（上限 5,000 円相当）
　マイナポイントをもらうためには、別途申し込みが必要です。
※ 国の予算等の状況によって変更となる場合があります。

■ QR コード付き交付申請書を送付中！

１．交付申請書に記載の QR コードを読み取り、申請用 WEB サイトにアクセスしてメール
　　アドレスを登録
２．登録したメールアドレス宛てに届く申請者専用 WEB サイトにアクセスし、顔写真を登録
３．画面の案内にしたがって、必要事項を入力し送信
４．申請が完了した旨のメールが届いたら手続き完了
５．約１ヶ月後、住民窓口課または名田庄総合事務所で受取
　　※ 町から届く、「交付通知書」と必要書類を持参して、ご本人がお受け取りください。

　現在、地方公共団体情報システム機構から、あらためて３月末を目途に、マイナンバーカー
ドの QR コード付き申請書が、対象となる皆さんに順次発送されています。申請書が届かな
い場合、住民窓口課または名田庄総合事務所で QR コード付き申請書の発行ができます。
　申請を希望される人は、ぜひご活用ください。

■ 申請は、スマートフォンが便利

町内除雪業者 嶺北地方へ雪害支援 建設課　　☎ 77-4057

【 嶺北で作業を行う小浜土木事務所のロータリー除雪車 】
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学
芸
員
か
ら
見
た
町
の
魅
力

　
「
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
む
こ
と
で

人
生
や
夢
を
拾
っ
て
ほ
し
い
」
直
木

賞
作
家
、
水
上
勉
氏
は
、
本
を
読
む

こ
と
で
自
分
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
次
は
自
分
が
次
の
世
代
へ

そ
の
夢
の
種
を
蒔
く
番
だ
。
若
州
一

滴
文
庫
は
そ
ん
な
想
い
か
ら
建
て
ら

れ
た
。
そ
の
氏
の
想
い
を
後
世
に
伝

え
て
い
る
の
が
、
同
施
設
の
学
芸
員
・

司
書
を
務
め
る
下
森
弘
之
さ
ん
だ
。

　

大
分
県
出
身
、
大
学
で
は
考
古
学

を
専
攻
し
研
究
に
明
け
暮
れ
て
い

た
。
下
森
さ
ん
の
視
点
か
ら
見
る
若

狭
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
と
て
も
お
も

し
ろ
い
場
所
だ
と
い
う
。「
お
お
い

町
に
移
住
し
て
10
年
、
こ
の
若
狭
と

い
う
地
域
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
気
づ
い
た
の
が
、
こ
の
辺
り

は
歴
史
・
民
族
・
文
化
が
確
実
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
地
域
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
お
お
い
町
は
特
に
そ
の
傾

向
が
高
い
で
す
ね
。
歴
史
を
研
究
す

る
う
え
で
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
場

所
で
す
よ
。」
と
こ
の
土
地
の
魅
力

を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

研
究
と
同
時
に
、
学
芸
員
と
し
て

の
責
務
も
果
た
す
下
森
さ
ん
。
一
昨

年
に
水
上
氏
は
生
誕
１
０
０
年
を
迎

え
、
そ
の
年
は
出
張
展
示
等
が
特
に

多
か
っ
た
と
い
う
。
学
芸
員
と
し
て

来
館
者
に
話
す
際
に
気
を
付
け
て
い

る
点
を
聞
く
と
、「
学
芸
員
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
は
、
相
手
の
ニ
ー
ズ

を
引
き
出
し
、
そ
れ
に
合
っ
た
話
を

す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
水
上
勉

を
知
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
話
す

内
容
も
違
う
し
、
大
人
と
子
ど
も
に

全
く
同
じ
説
明
を
し
て
も
伝
わ
り
方

が
全
然
違
い
ま
す
。
学
芸
員
は
来
館

者
と
の
最
初
の
会
話
で
、
そ
の
人
が

何
を
求
め
て
い
る
の
か
見
極
め
な
い

と
い
け
な
い
の
で
、
そ
こ
は
気
を
付

け
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

本郷地区在住

下森 弘之 さん

無
住
を
夢
充
に
変
え
る
た
め
に

　

名
田
庄
・
納
田
終
の
山
奥
に
「
老

左
近
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
立
っ
て

い
る
。
十
数
年
前
か
ら
こ
の
場
所

は
、
人
が
住
ん
で
い
な
い
「
無
住
集

落
」
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
無
住
集
落
を
、
人
が
集
ま

り
、
夢
を
充
た
す
「
夢
充
集
楽
」
に

変
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
手

掛
け
る
の
は
萩
原
茂
男
さ
ん
。
今
か

ら
約
20
年
前
に
大
阪
か
ら
名
田
庄
へ

移
住
し
て
き
た
。「
大
阪
で
働
い
て

い
た
時
、
通
勤
電
車
か
ら
見
る
風
景

に
木
な
ど
自
然
の
も
の
が
少
な
い
こ

と
に
ふ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
人
が
生

き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
自

然
。
そ
れ
に
寄
り
添
う
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
移
住
を
考

え
始
め
ま
し
た
。」
そ
ん
な
時
に
見

た
移
住
系
雑
誌
の
求
人
に
名
田
庄
森

林
組
合
の
募
集
が
あ
っ
た
。
名
田
庄

は
学
生
時
代
バ
イ
ク
で
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
大
阪
か
ら
も
近
い
。
何
よ

り
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
セ
ブ
ン
の
高
石
と

も
や
が
住
ん
で
い
た
場
所
だ
。
そ
し

て
萩
原
さ
ん
は
名
田
庄
へ
の
移
住
を

決
意
。
移
住
後
約
10
年
間
、
名
田
庄

森
林
組
合
に
勤
め
た
。

　

退
職
後
は
、
子
ど
も
た
ち
と
自
然

と
の
距
離
を
近
づ
け
る
た
め
、「
森

林
楽
校
森
ん
こ
」
を
仲
間
た
ち
と

結
成
。
現
在
は
老
左
近
集
落
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。
自
然
に
興
味
を

持
ち
始
め
て
か
ら
、
そ
の
半
生
を
自

然
に
費
や
し
て
き
た
萩
原
さ
ん
。
最

後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
く
と
、

「
自
分
の
好
き
な
自
然
を
と
お
し
て
、

人
が
住
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
の
集
落

に
ど
ん
ど
ん
と
人
が
集
ま
っ
て
き
て

く
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
の
に

15
年
か
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
10
年
、
さ
ら
に
人
が
来
て
注
目

さ
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
ま
す
。」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

名田庄地域在住

 萩原 茂男 さん

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
渡
邊
敢
太
で
す
。

　

今
回
は
自
然
が
好
き
な
萩
原
さ

ん
に
ち
な
ん
で
自
然
の
話
を
。
お

お
い
町
に
き
て
痛
烈
に
感
じ
た
の

は
、
夜
の
明
る
さ
が
月
の
満
ち
欠

け
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
月
の
夜
に
外
へ
出
た
と
き
、
人

の
顔
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
こ
と

に
心
底
驚
き
ま
し
た
。

　

い
つ
だ
っ
た
か
、
お
お
い
町
の

暗
さ
に
慣
れ
実
家
の
大
阪
へ
帰
る

と
、
町
が
月
灯
り
を
意
識
さ
せ
な

い
ほ
ど
煌こ
う
こ
う々

と
輝
い
て
い
た
。
自

分
の
生
ま
れ
た
町
は
こ
ん
な
感
じ

だ
っ
た
の
か
。

　

お
お
い
町
に
住
み
始
め
た
か
ら

こ
そ
、
自
分
の
故
郷
を
俯
瞰
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の

体
験
は
衝
撃
的
だ
っ
た
な
ぁ
。

『　　　　』

地域お
こし協力隊と
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人
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
世
代

や
時
代
、
地
域
に
よ
っ
て
常
識
や

当
た
り
前
の
基
準
は
異
な
り
ま
す
。

相
手
に
も
自
分
と
は
違
っ
た
〝
べ

き
〞
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
わ
か

れ
ば
、「
ま
あ
い
い
か
」
と
な
り
、

怒
り
は
収
ま
り
ま
す
。

【
方
法
３  

割
り
切
る
】

　

例
え
ば
、
洗
濯
物
を
取
り
込
む

前
に
雨
が
降
っ
た
と
き
、
き
れ

い
に
洗
車
し
た
直
後
に
鳥
の
フ

ン
が
車
に
つ
い
た
と
き
、
イ
ラ
ッ

と
怒
り
の
感
情
が
湧
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
魔
法
の
呪
文

「
お
っ
、
そ
う
き
た
か
」
を
唱
え
ま

す
。
す
る
と
、「
し
ょ
う
が
な
い
な

〜
」
と
割
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
状
況
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
自
分
の
感
情
な
ら
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。

【
怒
り
は
悪
か
？
】

　
「
私
の
原
動
力
は
怒
り
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
の
は
、
青
色
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
賞
し
た
中
村
修
二
教
授
で
す
。

怒
り
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
、

昇
華
さ
せ
て
結
果
を
出
し
た
の
で

し
ょ
う
。
怒
り
は
必
ず
し
も
悪
い

も
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
つ
き
持
っ

て
い
る
感
情
な
の
で
、
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。

台
湾
代
表
野
球
チ
ー
ム
の
四
番

だ
っ
た
強
打
者
で
陳チ
ン

金キ
ン
ポ
ー鋒
と
い

う
人
が
い
ま
し
た
。
怒
り
が
湧

い
た
瞬
間
、
こ
の
人
の
名
前
を

立
て
続
け
に
唱
え
ま
す
。
10
回

く
ら
い
唱
え
る
と
、
そ
の
う
ち

発
音
を
間
違
え
て
、
思
わ
ず
ク

ス
ッ
と
笑
え
て
き
ま
す
。

【
方
法
２  

〝
べ
き
〞
を
捨
て
る
】

　

怒
り
は
、
自
分
が
信
じ
て
い
る

「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
価
値

観
が
破
ら
れ
た
と
き
に
生
ま
れ
ま

す
。「
社
会
人
な
ら
こ
う
あ
る
べ

き
」「
メ
ー
ル
は
半
日
以
内
に
返

信
す
べ
き
」
な
ど
、〝
べ
き
〞
が

多
く
て
強
い
人
ほ
ど
怒
り
が
生
ま

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

怒
り
を
抑
え
、
ウ
シ
の
よ
う
に
過
ご
す
に
は

　

ー
怒
り
を
抑
え
る
３
つ
の
コ
ツ

名田庄診療所長　中村伸一

　
「
あ
ん
な
に
怒
ら
な
け
れ
ば
よ

か
っ
た
な
〜
」
と
後
悔
す
る
な
ら
、

怒
り
の
感
情
を
抑
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
月
は
、
怒
り
を
抑

え
る
３
つ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

【
方
法
１  

６
秒
が
ま
ん
す
る
】

　

怒
り
の
感
情
が
生
ま
れ
て
か
ら

理
性
が
働
く
の
に
６
秒
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
６
秒
間
を
や
り
す
ご
す

こ
と
が
で
き
た
ら
、
瞬
間
湯
沸
か

し
器
を
回
避
で
き
、
売
り
言
葉
に

買
い
言
葉
に
な
ら
な
く
て
す
み
ま

す
。
６
秒
間
を
や
り
過
ご
す
方
法

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
、

怒
り
か
ら
意
識
を
そ
ら
す
こ
と
が

目
的
で
す
。

※
２
〜
３
回
、
ゆ
っ
く
り
深
呼
吸

　

す
る
。

※
引
き
算
す
る（
例
：
１
０
０
―
７
、

93
ー
７
、
86
ー
７
、
79
ー
７
…
）

※
好
き
な
歌
の
サ
ビ
を
思
い
出
す

　
（
例
「
イ
ー
ヨ
マ
ン
テ
〜
♪
」）

※
呪
文
を
唱
え
る
（
例
：「
テ
ク
マ

　

ク
マ
ヤ
コ
ン
、
テ
ク
マ
ク
マ
ヤ
コ

　

ン
」「
ア
ラ
ビ
ン
ド
ビ
ン
、
ハ
ゲ

　

チ
ャ
ビ
〜
ン
」「
チ
ャ
ッ
チ
ャ
マ

　

ン
ボ
、
チ
ャ
チ
ャ
マ
ン
ボ
」）

　

僕
の
場
合
、
呪
文
に
近
い
や

り
方
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
昔
、

　

筋
力
の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、「
運
動
」

と
「
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
」
が
重
要
で
す
。
一
般
的
に
、

朝
食
・
昼
食
時
の
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
量
が
不
足
し

が
ち
な
の
で
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
タ
ン
パ

ク
質
摂
取
が
必
要
で
す
。

　

若
年
者
も
高
齢
者
も
運
動
後
１
〜
２
時
間
後
に

筋
タ
ン
パ
ク
合
成
（
筋
の
回
復
）
が
促
進
さ
れ
、

こ
の
時
に
血
中
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
が
高
い
こ
と
が
理

想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
中
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
は
タ

ン
パ
ク
質
を
摂
取
し
た
際
に
高
ま
り
、
若
年
者
で

約
１
時
間
後
、
高
齢
者
で
約
３
時
間
後
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
。

　

運
動
後
に
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
し
た
場
合
、
若

年
者
で
は
運
動
後
の
筋
タ
ン
パ
ク
合
成
（
筋
の
回

復
）
促
進
に
寄
与
し
ま
す
が
、
高
齢
者
で
は
難
し

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
で
は
３
食
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
で
タ
ン
パ
ク
質
を
補
給

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
午
前
中
の
摂
取
が
お
す
す
め

で
す
。

　

筋
力
低
下
に
よ
る
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、

タ
ン
パ
ク
質
摂
取
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

高
齢
者
で
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
て
い
ま
す
！

おおい町保健・医療・福祉総合施設　介護老人保健施設
　〒 919-2111　おおい町本郷 92-51-1 　TEL.77-3184　　FAX.77-3388

理学療法士
大下 四朗
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外出自粛によるフレイルを防ごう！

　フレイルとは、年齢を重ねることによって、心と体のはたらきや社会的なつながりが弱く

なった状態のことです。

　６５歳になったら、そのような様子がないか早めに気づいて、予防を続けることで、虚弱

による閉じこもりや寝たきりを防ぐことができます。

　新型コロナウイルス感染症により、外出自粛が続き、高齢者の人との交流の機会や活躍の

場が減ってしまうとフレイルが進行しやすいため、今、大変心配されています。

地域包括支援センター　　☎ 77-2770～お申し込み先～

　早期発見と予防のために、東京大学が開発した高齢者向けの体力測定「フレイルチェック」

に参加して確認しましょう。

■ フレイルと新型コロナウイルス感染症

■ フレイル予防のために、１年に２回チェック！

フレイルチェックに参加しよう！！

～ フレイルの大切な４つのチェック項目 ～

【名田庄地域】　　場所：あっとほ～むいきいき館

① 日時：３月　８日（月）　午後１時３０分から４時

② 日時：３月２９日（月）　午後１時３０分から４時

【大飯地域】　　場所：総合町民センター 大ホール

③ 日時：３月　３日（水）　午後１時３０分から４時

④ 日時：３月１８日（木）　午後１時３０分から４時

※各会場 10 名限定です。　

　①～④のうち、いずれかの

日を選んでご参加ください。

　参加費は無料です。

会場には各自でご来場ください。

　申し込みいただいた人には、

　事前アンケートや持ち物など

　ご連絡させていただきます。

▲ 手足の筋力
　 チェック

▼ 噛む力
　 チェック

▲ 食習慣
　 チェック

▼ 社会参加と
　 心のチェック
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今
回
の
よ
う
な
大
雪
で
し
た
。
昨
年
が

旧
暦
う
る
う
年
で
今
冬
が
大
雪
。

　

１
月
号
で
も
少
し
書
き
ま
し
た
が
、

旧
暦
で
は
う
る
う
年
に
は
１
ヶ
月
増
え

て
、
う
る
う
月
か
ら
あ
と
の
季
節
が
後

ろ
倒
し
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
年
の

冬
は
大
雪
傾
向
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
見
て
い
く
と
、
次

の
旧
暦
う
る
う
年
は
２
０
２
３
年
で
、

２
月
に
う
る
う
が
入
り
ま
す
。
春
が
長

く
な
る
ん
で
す
ね
。
な
の
で
２
０
２
３

か
ら
２
０
２
４
年
の
冬
は
大
雪
傾
向
と

読
め
ま
す
。
旧
暦
っ
て
便
利
で
し
ょ
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
旧
暦
そ
の
他
の
ブ

ロ
グ
始
め
ま
し
た
。
興
味
あ
る
人
は
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

h
ttp
://k

yu
rek
i2
0
2
1
.m
itelo

g
.jp

「
旧
暦
と
か
田
舎
と
か
ブ
ロ
グ
」
い
ろ

い
ろ
書
い
て
ま
す
。

　
「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
道
の
駅
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
や
道
の
駅
名
田
庄
に
て

好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
使
い
く

だ
さ
い
。

暦
と
星
で
楽
し
み
隊　

中
村 

賢
一 

書

と
暦

エエ
トト
セセ
トト
ララ

星
の

　

こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
旧
暦
も

新
年
に
入
り
（
２
月
12
日
か
ら
）
春

め
い
て
き
て
い
る
こ
ろ
で
、
春
一
番

に
芽
を
出
す
フ
キ
ノ
ト
ウ
も
出
て
き

て
ま
す
か
ね
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
は
、
僕

の
大
好
物
で
す
（笑）
。

　

今
冬
は
嶺
北
の
方
は
大
変
な
状
況

で
し
た
が
、
若
狭
地
方
は
幸
い
大
雪

に
な
ら
ず
に
す
み
ま
し
た
ね
。

　

昨
年
12
月
か
ら
ず
っ
と
風
向
き
を

見
て
た
ん
で
す
が
、
ほ
ぼ
、
終
始
西

風
で
し
た
。
西
風
が
吹
く
と
雪
雲
が

丹
後
半
島
に
ぶ
つ
か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ

し
ま
す
。
そ
し
て
、
高
浜
町
か
ら
若

狭
町
を
飛
び
こ
え
て
、
降
り
て
く
る

の
が
美
浜
町
あ
た
り
。
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
辺
り
は
大
雪
に
な
ら
ず
に

す
み
ま
す
。

　

こ
れ
が
気
圧
配
置
の
影
響
で
若
狭

湾
に
北
風
が
吹
き
込
む
よ
う
で
す
と
、

こ
の
あ
た
り
は
大
雪
に
な
る
ん
で
す

ね
。
冬
場
は
風
向
き
に
注
意
で
す
。

　

２
０
１
７
年
は
旧
暦
う
る
う
年
で
、

２
０
１
７
か
ら
２
０
１
８
年
の
冬
は
、

　

お
お
い
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体

育
指
導
員
）
は
、
現
在
、
男
性
15
名
、
女

性
６
名
の
計
21
名
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で

幅
広
い
世
代
の
、
職
業
や
得
意
な
ス
ポ
ー

ツ
も
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
を
中
心
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
や
、
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
講
師
、
ま
た
、
お

お
い
健
康
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
運

営
協
力
な
ど
、
委
員
の
活
動
は
多
岐
に
わ

た
り
、
年
間
を
通
じ
て
町
の
地
域
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
お
い
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

　

平
成
29
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
ス

テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
年
々
参
加

者
が
増
加
し
、
毎
年
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症

対
策
を
検
討
し
て
開
催
し
た
「
第
４
回

お
お
い
町
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
大
会
」

ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

（
令
和
２
年
11
月
28
日
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
も
関
わ
ら
ず
、
16
チ
ー
ム
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
大
会
を
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
お
お
い
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
よ
り
、
板
谷
則

昭
委
員
【
写
真
右
】
が
町
で
は
初
と
な
る

「
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
功
労

者
表
彰
」
を
、

足
立
信
二
委

員
【
写
真
中
】

が
「
30
年
勤

続
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
表

彰
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
表
彰
を
受
賞
‼

社会教育課　☎ 77-1150



　

嶺
南
振
興
局
が
行
っ
た
『「
コ
ロ
ナ

に
負
け
る
な
」
福
井
県
嶺
南
地
域
（
若

狭
路
）
の
Ｐ
Ｒ
動
画
募
集
事
業
』
で

集
ま
っ
た
嶺
南
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
動
画
総
数
１
６
３
件
の
中
か
ら
、

き
の
こ
の
森
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
森

の
く
ま
っ
し
ゅ
」
さ
ん
が
投
稿
し
た

『
ぼ
く
の
住
む
町

お
お
い
町
』
が
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
町
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　『おおい町交通安全祈願祭』が行われ、若狭交通安全
協会おおい支部や町の交通団体の関係者などが集まり、
今年１年の交通安全を祈願しました。
（１月１４日（木）　日枝神社）

　若狭青年会議所（若狭ＪＣ）が、表敬訪問を行い、
若狭地域が一丸となってどのような状況下においても
最善を尽くして地域の未来へ向けて進んでいくことを
話されました。　　（１月２９日（金）　おおい町役場）

『第２回おおいまちづくり塾』が開かれました。福井
大学の江川 誠一氏を講師に招き、地域資源に着目したま
ちづくりについての講演会が行われました。
（１月３０日（土）　若州一滴文庫）

　

佐
分
利
公
民
館
で
は
、『
ひ
な
人
形

の
展
示
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
館
内
展

示
ス
ペ
ー
ス
に
７
セ
ッ
ト
約
80
体
の

ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
荘
厳
で
は
あ

る
も
の
の
華
や
か
な
雰
囲
気
が
楽
し

め
ま
す
。
町
内
各
公
民
館
で
は
、
ひ

な
人
形
が
３
月
３
日
『
桃
の
節
句
』

ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

嶺南振興局
ホームページ

くまっしゅ動画
Ｙｏｕｔｕｂｅ

祝
優
秀
賞
受
賞
森
の
く
ま
っ
し
ゅ

町
内
公
民
館　

ひ
な
人
形
展
示

1313
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（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011 ☎ 77-2820

☎ 67-3703

し～まいるジム
13日（土）9:00 ～ 12:00
※アクアマリンインストラクターから指導が受けられます。

まいるっ子クラブ
毎週土曜日 9:00 ～ 9:40
対象　小学 2年生以上
内容　そろばん教室

出張図書館
4日 ,18 日（木）10:30 ～ 11:30
場所　あっとほ～むいきいき館

おはなしのへや
11日（木）16:20 ～ 16:30
対象　幼児
内容　絵本の読み聞かせ

読書会
21日（日）10:00 ～ 11:30
テキスト　『コンビニ人間』　村田　紗耶香  著　

しろくまちゃんといっしょ♪ 
18 日（木）11:00 ～ 11:45
語り手　図書館員
対象　0～ 2歳児さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせなど

布絵本の会
3日（水）13:30 ～ 15:30
内容　布絵本づくり

（里山文化交流センター）☎ 67-3250

筆ペン教室
3日 ,31 日（水）19:30 ～ 21:00
講師　吉岡　弥生 氏
対象　教室生
内容　日常で使う文字を美しく書く筆ペン教室

はっちゃん先生とあそぼう！
30日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
対象　0歳からの乳幼児と保護者
内容　絵本の読み聞かせとわらべ歌あそび

映画会
28日（日）13:30 ～ 15:30
場所　ハイビジョンシアター
対象　児童～一般
上映作品　「ドルフィンブルー　～フジ、もういちど宙

そら
へ～」

大人のためのおはなし会
21日（日）14:00 ～ 15:00
講師　津田　さとみ 氏（朗読）
　　　新田　佳代子 氏（ピアノ）
対象　中学生以上
内容　映像を見ながら絵本と音楽の世界を楽しみましょう！

ミニ実験と科学のお話会
28日（日）14:00 ～ 14:45
対象　小学生
内容　箱のしくみをみてみよう（展開図から作ります）
定員　10名
持ち物　はさみ・定規・黒のボールペン
申込締切　3月24日（水）

スティックリング教室
30日（火）10:00 ～ 12:00
講師　おおい町スポーツ推進員
定員　15名

スワッグ作り教室
10日（水）10:00 ～ 12:00
講師　盛次　信子 氏
内容　お花の壁飾り作り
定員　10名
参加費　2,100 円（材料費含む）
持ち物　ハサミ

ボールエクササイズ教室
4日（木）19:30 ～ 21:00
講師　岩澤　恵子 氏
持ち物 タオル・飲み物・上履き

ボタニカル・ソイ・キャンドル教室
7日（日）13:30 ～ 16:00
講師　城口　幸子 氏
定員　10 名
参加費　2,600 円（材料費含む）

第 43回　多聞の会
14日（日）13:30 ～
話題　「新型コロナウイルスと共に生きるために」
講師　岩崎　博道 氏（福井大学病院感染症膠原病内科教授）
※入場は無料ですが、事前のお申し込みが必要です。

文学講座
「日本の文学・文化から見る感染症とのつきあい方」
21日（日）14:00 ～ 15:30
講師　渡辺　力 氏（福井県立若狭図書学習センター主任）
内容　「源氏物語」や「平家物語」等の文学作品を題材に、日本人
　　　の生活文化に見られる感染症対策について考えます。
定員　15名
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公民館カフェ
12日 ,26 日（金）9:00 ～ 16:00
内容　オープンスペースでお過ごしください。

（総合町民センター）☎ 77-1140

佐分利のエブリっ子クラブ
毎週土曜日　14:30 ～ 15:20
対象　小学 2年生以上
内容　そろばん教室

3月

脳トレ・マージャン教室
10日 ,24 日（水）13:30 ～ 15:30
講師　江崎　英二 氏
内容　脳の活性化と仲間づくりに。  初心者のための教室です。
定員　16 名
参加費　100 円

つるし飾り教室
21日（日）13:30 ～ 15:30
講師　川口　典子 氏
対象　教室生
内容　布小物を作り、つるし飾りを仕上げます。

（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

ふれあいサロンすみれ
10日（水）13:30 ～ 15:00
内容　スティックリング

リンパエクササイズ教室
21日（日）13:30 ～ 15:00　
講師　高橋　美紀 氏
内容　リンパの流れを意識した体操です。
定員　8名
持ち物　ヨガマット

歴史講座
7日（日）13:30 ～ 15:00
講師　下森　弘之 氏
内容　「伝説の地」宝尾の話～古代若狭は日本の玄関口～
定員　15名（事前申し込みが必要です）

　布絵本の会「みみちゃん」は、2006 年
10 月に名田庄図書館のボランティアとし
て結成されました。現在の会員は 8名で、
毎月第 1水曜日の午後 1時 30 分から 3時
30 分まで名田庄図書館で活動しています。
布やフェルトで作る布絵本は紙とは

違い、布の手触りなどが感じられます。

ホックで洋服の着せ替えができたりし
て、動かせる布絵本は子どもたちに人
気があります。
　現在、約 50 点の作品があり名田庄図
書館の「おはなしのへや」で遊ぶこと
が出来ます。
　ぜひ、遊びに来てくださいね。

エクササイズ教室
10日 ,24 日（水）19:30 ～ 20:30　
講師　藤井　良子 氏
対象　教室生　
持ち物　飲み物・タオル・ヨガマット（なければバスタオル）

コケリウム作り教室
13日（土）13:30 ～ 15:00　
講師　柿本　紀子 氏
内容　ガラスの中に小さな苔の森を作ります。
参加費　1,500 円（材料費含む）
持ち物　ハサミ・新聞紙・お手拭き・ピンセット・ゴミ袋
　　　　レジャーシート

水上勉生誕百年記念　水上勉ー縁そして恩
14日（日）13:30 ～ 15:10　
場所　若州一滴文庫　くるま椅子劇場
話し手　静永　鮮子 氏
　　　　木田　良子 氏
内容　講演と竹人形の実演
定員　80 名（町内の人限定とさせていただきます。）
※入場は無料ですが、事前のお申し込みが必要です。
※この講演は令和元年度実施予定であった事業を延期し実施する
　ものです。

アクティブ・チャイルド・プログラム（A・C・P）
28 日（日）10:00 ～ 11:30　
場所　本郷小学校体育館
講師　戸川　隆 氏（福井県スポーツ少年団副本部長）
対象　小学生
内容　心とカラダを育む遊びを楽しもう♪
定員　30 名
参加費　50 円（保険料含む）
申込締切　3月 12 日（金）
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女
性
活
躍
推
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
女
性
活
躍
推
進

の
た
め
の
行
動
計
画
の
策
定
や
情
報
公
表

の
義
務
が
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が

１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
ま
で
に
拡
大
さ

れ
ま
す
。
対
象
事
業
主
は
、
一
般
事
業
主

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

学
校
教
育
課　

☎
77
・
1
1
5
0

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取

り
組
み
た
い
！
」「
町
民
を
対
象
に

こ
ん
な
活
動
に
取
り
組
み
た
い
！
」

と
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
事

業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

募
集
締
め
切
り
は
、
令
和
３
年
３

月
10
日
㈬
で
す
。
事
業
内
容
や
提

出
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
支
援
採

択
事
業
の
募
集
開
始
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
課  

☎
77
・
4
0
5
1

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
年
々
複
雑

化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
社
会
経
験

が
浅
く
、
契
約
や
交
渉
に
不
慣
れ
な

若
者
は
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い
や
す
い
こ

と
か
ら
、
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
成
年

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
た

め
、
若
者
へ
の
注
意
喚
起
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
若
者
に
多
く
見
ら
れ
る

若
者
に
対
す
る
悪
質
商
法
被
害
防

止
に
係
る
パ
ネ
ル
展
に
つ
い
て

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

    

☎
0
7
7
6
・
22
・
1
1
0
2

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
展
を
行
い
ま
す
。

■ 

会
場

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

■ 

期
間

　

３
月
８
日
㈪
か
ら
14
日
㈰
ま
で

　

町
で
は
、
高
等
学
校
等
に
就
学
す

る
生
徒
の
通
学
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 
助
成
に
関
し
て
必
要
な
書
類

・
申
請
書
兼
請
求
書　

・
定
期
乗
車
券
の
写
し

・
在
学
証
明
書
（
原
本
）

・
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳
の
写
し

※
申
請
期
間
は
在
学
中
に
限
ら
れ
る

　

た
め
、
高
校
３
年
生
の
保
護
者
は

　

３
月
末
日
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
高
等
学
校
等
通
学
費
助
成
制
度
」

高
校
３
年
生
の
保
護
者
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

改
正
女
性
活
躍
推
進
法
施
行
に
向
け

た
計
画
策
定
等
の
個
別
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す

福
井
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

 

☎
0
7
7
6
・
22
・
3
9
4
7

　

社
会
福
祉
関
係
の
職
場
へ
就
職
を
希

望
す
る
人
や
関
心
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
採
用
担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も
事

業
所
紹
介
を
行
い
ま
す
の
で
、
福
井
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時

　

３
月
10
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

■ 

場
所

　

福
井
県
立
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
参
加
費
無
料　

入
退
室
自
由

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア

〜
福
祉
の
職
場
説
明
・
面
談
会
〜

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
嶺
南
支
所

　

 

☎
0
7
7
0
・
52
・
7
8
3
3

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
報
告
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
普
段
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

左
の
各
隊
員
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
、
町
の
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
公

式
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
で
１
週
間

ご
と
交
互
に
２
月
23
日
㈫
か
ら
３
月

26
日
㈮
ま
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

■ 

齋
藤 

萌

　
■ 

渡
邊 

敢
太

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
77
・
4
0
5
1

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

動
画
に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
た
ち

の
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
、
町
民

行
動
計
画
を
策
定
し
、
管
轄
の
労
働
局
に
届

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
井
労
働
局
で
は
、
行
動
計
画
の
策
定
等

に
向
け
て
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談
無
料
）。

■ 

受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時



人　身 1 件
死　 者 0 人
傷　 者 1 人
物　 損 10 件

内交通事故発生状況

死亡事故 0
ゼロ

継続日数

（2021年１月１日～1月31日）町

423 日

人権悩みごと相談人権悩みごと相談
里山文化交流センター

3月17日㈬ 10時～12時
日頃の悩みごと、いじめ、
不登校、体罰、その他人権
に関する相談に人権擁護委
員が応じます。相談は無料
で秘密は固く守られますの
でご安心ください。

防
災
安
全
課　
☎
77
・
4
0
5
4

建
設
課　

☎
77
・
4
0
5
7

　

空
き
家
に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
家
（
司
法
書
士
、
宅
地

建
物
取
引
士
、
建
築
士
）
へ
の
相
談
の

機
会
を
提
供
し
、
相
談
者
の
問
題
解
決

に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
空
き
家
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

・
３
月
13
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
講
堂

・
３
月
13
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
活
動
室

・
３
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯
会
議
室

・
３
月
14
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

　

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

空
き
家
無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

佐分利公民館生涯学習推進委員会　環境啓発部会からのクイズです。

佐分利公民館活動

　日本では、2000 年に「循環型社会形成推

進基本法」において 3R の考え方が導入され

ました。

下記の（１）～（３）とその意味を表す①～

③を正しい組み合わせはどれでしょう？

⑴Reduce（リデュース）   ⑵Reuse（リユース）   ⑶Recycle（リサイクル）

①再生利用　　　       ②再利用　　　　　③発生抑制

【 クイズの答え 】⑴リデュース＝③発生抑制

　　　　　　　　 ⑵リユース＝②再利用

　　　　　　　　 ⑶リサイクル=①再生利用

　「リデュース」、「リユース」、「リサイクル」はすべて重要な行動

ですが、特に、ゴミの発生、資源の消費をもとから減らす「リデュー

ス」が一番重要とされています。まずは、「ゴミになるものを買わな

い、もらわない」「長く使える製品を買う」行動を心がけましょう。

佐分利公民館　　☎ 78-1211

　

上
馬
清
隆
さ
ん
（
名
田
庄
三
重
区
）

が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

人
権
啓
発
活
動
や
人
権
悩
み
ご
と
相

談
の
相
談
員
な
ど
人
権
擁
護
や
人
権
啓

発
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
7
7
6
・
22
・
5
0
9
0

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に

遭
っ
た
際
に
、
ご
加
入
の
皆
さ
ん
が

互
い
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
、
３
日

以
上
通
院
ま
た
は
入
院
し
た
際
に
、

見
舞
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。

■
対
象
者

　

お
お
い
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

■
共
済
掛
金

　

１
人
年
額
５
０
０
円

■
共
済
期
間

　

申
込
日
の
翌
日
か
ら

　
　
　
　
　

令
和
４
年
３
月
31
日

■
加
入
方
法

　

各
家
庭
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
申
込
書
に
掛
金
を
添
え
て
、
次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中
！

①
区
の
取
り
ま
と
め
に
よ
る
申
し
込
み

②
県
内
福
井
銀
行
窓
口
で
の
申
し
込
み

③
会
計
契
約
課
、
管
理
課
で
の
申
し
込
み

　

詳
し
く
は
、
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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大
飯
大
飯         

         

発
電
所

発
電
所

　
　
　

　
　
　

        
        

と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics

防
災
安
全
課　

☎
77
・
4
0
5
4

　２月１０日 ( 水）、大飯発電所で発電所自衛消防隊と若狭消防組合（消防本部およ

び大飯分署）との連携を確認する消防総合訓練が行われました。

　これは、自衛消防体制の充実、強化を図るため、年１回行われているものです。

今回の訓練は若狭湾を震源とする大規模地震が発生し、地震の影響で火災が発生し

たことを想定して実施されました。

　訓練には、若狭消防組合の署員をはじめ関係者約７０人が参加しました。日頃の

訓練の成果を発揮し、自衛消防隊による初期消火訓練や若狭消防組合への引継ぎ連

携訓練等が行われました。

　関西電力では、原子力発電所の防火・防災体制をより一層確実なものとし、有事

に備え確実に対応できるよう、今後も継続的に改善を図りながらさらなる消防体制

の充実、強化に取り組んでいくこととしています。

【 消防総合訓練の様子 】

２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

大飯
３号機

大飯
４号機

定期
検査

7/20～未定 12/1～4/1

定期
検査

定期
検査

3/2～5/5

11/3～1/17

定期
検査

定期
検査

3/11～7/20

定期
検査

9/14～11/17

運転 運転 運転

運転 運転

※

※ 定期検査において傷が確認された１次系配管の取り替えを計画中であり、「未定」としています。
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  3  3戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

令和 3年   1 月 2 日から
令和 3年   2 月 1 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

      名前        性別　   保護者  　           住所
湯上　史

ふみと

翔　　男　 　正樹・奈都美　　名田庄三重
大塚　源

げん

　　　男　 　弘貴・佳加　　　本郷（１５区）
一瀬　結

ゆ き

希　　女　 　竜・萌香　　　　久保
青木　瑠

る い

生　　男　 　雅也・藍矢桂　　本郷（１５区）
森下　稟

り こ

子　　女　 　拓朗・愛　　　　万願寺
森下　結

ゆ め

萌　　女　 　裕司・紗希　　　本郷（１５区）
細川　舞

ま な

凪　　女　 　裕城・祐子　　　名田庄口坂本
久保　心

みらん

蘭　　女　 　成人・沙也加　　名田庄三重
森脇　一

いちか

華　　女　 　祐希・葵　　　　名田庄虫鹿野

    名前         　　　 年齢   　　   性別　　 住所

細川　一男　　　    78 歳 　    男  　   名田庄堂本
三谷　一正　　　    94 歳 　    男  　   川上
大道　兵一　　　    85 歳 　    男  　   大島（日角浜）
柿本　照代　　　    88 歳 　    女  　   笹谷
松井　友枝　　　    97 歳 　    女  　   万願寺
時岡　忍　　　　    83 歳 　    男  　   本郷（１３区）

ごめい福をお祈りします。

令和 3年 2月１日現在　　（　）は前月比
　総人口　　8,182 人  　   （＋　９）
　　男　　　4,035 人  　　（＋　１）
　　女　　　4,147 人  　　（＋　８）
　世帯数　　3,255 世帯　　（＋　４）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

■  すくすく広場

　保健福祉センター なごみ 　　　            5日㈮      10：00～

■  すくすく広場＆マザーズカフェ

　あっとほ～むいきいき館 　　　          12日㈮      10：00～

■  乳幼児健診　※対象者には通知します。

　保健福祉センター なごみ　　　              3日㈬      12：30～

　あっとほ～むいきいき館　　　            19日㈮      13：00～

■  離乳食教室　※対象者には通知します。

　保健福祉センターなごみ　　 　          23日㈫      10：00～

■   健康相談

　保健福祉センター なごみ　    　   毎週木曜日        9：30～

　あっとほ～む いきいき館　　       毎週木曜日        9：30～

■  はぐはぐの会

　保健福祉センター なごみ　　 　         16日㈫      10：00～

■  ミニデイケア

　あっとほ～むいきいき館 　　 　         26日㈮      10：00～

■  ノルディックウォーキング教室

　あっとほ～むいきいき館 　　 　         20日㈯      10：00～

問合わせ

○保健福祉センターなごみ　すこやか健康課 　☎77-1155

○あっとほ～むいきいき館 　  　   保健福祉室　 ☎67-2000

小浜病院

たかさご
       名前  （　）は旧姓 　      　  住所

黒岩　正好　　　　　　　　本郷（１５区）
（山本）　彩加　　　　　　　滋賀県

一瀬　将史　　　　　　　　小堀
（萩原）　敬子　　　　　　　成和

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

■ 納田終・坂本・井上・西谷・中区    4日（木）12日（金）16日（火）25日（木）
■ 下久田・久坂・下区　　    2日（火）11日（木）19日（金）23日（火）30日（火） 
■ 三重・小倉・美川区    5日（金）  9 日（火）18日（木） 26日（金）

住民窓口課　☎77-4053

  7 日（日）若狭高浜病院       14 日  （日）堀口医院

20 日  （土）  なごみ診療所　   21 日（日）若狭高浜病院

28 日  （日）  常藤内科医院　   

診療時間：午前 9 時～午後 5 時

月
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広報紙をスマホから
↓↓↓↓↓↓↓↓↓

広報紙に掲載された写真を提供します！
　広報紙に掲載された写真データをご希望の人（本人または家族）に無料で提供します。

■写真データの提供方法
　事前に役場まちづくり課に連絡のうえ、空の CD-ROM をまちづくり課窓口まで持参いただき
　ますと写真データを入れてお渡しします。
　詳しくはまちづくり課までお問い合わせください。　　　　　　　まちづくり課　　☎  ７7-4051
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。

　

１
月
16
日
㈯
の
開
発
会
議
で
は
、

最
終
目
標
を
「『
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
』

の
屋
台
で
販
売
で
き
る
商
品
」
と

し
、
ま
ず
「
手
軽
に
楽
し
め
る
モ

ノ
」、「
屋
台
で
出
せ
る
モ
ノ
」
な

ど
を
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ン
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ト
に
さ
ま
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ま
な

案
が
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れ
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し
た
。

　

大
島
地
区
で
獲
れ
た
鰆さ
わ
ら

な
ど
魚
の

す
り
身
を
使
っ
た
ナ
ゲ
ッ
ト
に
、
佐

分
利
地
区
で
採
れ
た
梅
の
さ
し
酢
を

使
用
し
た
甘
酢
を
絡
め
た
も
の
な
ど
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お
お
い
町
の
海
と
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」
が
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ラ
ボ

レ
ー
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ン
し
た
多
く
の
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品
が
提

案
さ
れ
、
１
月
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日
㈯
に
は
、
試
食

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
新

商
品
の
開
発
・
改
良
な
ど
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

商
品
の
内
容
、
価
格
な
ど
ま
だ
ま

だ
検
討
を
よ
う
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
今
年
度
中
に
は
、
販
売
会
も

企
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

※
画
像
は
、
商
品
案
の
一
例
で
す
。

海海とと山山ののコラボレーションコラボレーション
　　　　　　魚魚とと梅梅の新商品開発進行中！の新商品開発進行中！

大


